
(1) 第178号 し お が ま さ ま 令和元年7月1日

居に向かい万
ーロOニロ

寛
々

ふ
波
ほ
神
社

曹

竃

神

社

“

—
1

1

•

(

:
 
．．

 六
じ）

了／
一

（
代）

F
\
X

—
二．．
 （—
こハ
fi)
Ii
fi1
r
o

h
tt
p:
 

w
w
w
.shi
cga
ma
ji
n
j

a.j
p

社

務

所

"5
 

允
＂
所一T
g

塩
鼈
巾
了・
山
一
番．
＂”

五
月

日 、

新
帝
即
位
に
あ
た
り
践
詐
改
元
伶
告
祭
を
斎
行 。

祭

典
後 、

悦
内
い
っ
ば
い
の
参
拝
甘
と
と
も
に
宮
司
以
下
祭
且
及
び
祭

典
参
列
者
一

同
は 、

遥
か
皇
居
に
向
か
っ
て
「
天
皇
陛
下
万
歳」

を

三
唱
し
た

そ
れ
ぞ
れ
に
日
の
丸
の
小
旗
を
持
ち 、

新
し
き
御
代
を

迎
え
た
喜
び
を
わ
か
ち
合
っ
た
の
だ 。

感
激
に
派
す
る
方
も
あ
り 、

神
社
史
に
残
る
均
面
と
な
っ
た 。

又 、

御
朱
印
を
求
め
る
行
列
は
一

時
長
坂
二
百
二
段
F
ま
で
伸
び
て 、

閉
門
時
間
の
午
後
八
時
過
ぎ
ま

で
綺
い
た 。

新
御
代
を
逗
び
神
社
に
参
果
す
る
人
の
波
は
全
国
同
様

で
あ
っ
た
と
聞
く 。

御
nli
位
が
大
方
の
国
民
の
理
解
と
共
感
を
符
た

か
ら
こ
そ
の
社
会
現
象
で
あ
り 、

改
め
て
n
本
の
国
柄
を
有
難
く
峠

く
思
っ
た 。

東
n

本
大
震
災
直
後
と 、

三
年
前
の
「
象
徴
と
し
て
の

天
皇
の
あ
り
方
や
皇
位
継
承
へ
の
お
考
え」

の
及
明 、

こ
の
二
回
の

ピ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー

ジ
こ
そ
は
平
成
の
御
代
の
御
喪
断
で
は
な
か
っ
た

か 。

先
帝
は 、

後
奈
良
天
皇
の
「
朕 、

民
の
父
母
と
為
り
て
徳
穫
う

こ
と
能
わ
ず 。

甚
だ
自
ら
痛
む

を
引
か
れ
て 、

民
の
苫
し
み
を
救

う
こ
と
が
で
き
な
い
自
ら
の
非
h
に
し占
悩
す
る
心
中
を
示
さ
れ
て
い

る 。

終
戦
時
に
「
自
分
は
ど
う
な
ろ
う
と
も 、

国
民
を
守
り
た
い
」

と
終
戦
を
決
店
さ
れ
た
昭
和
天
立
の
御
咆
断
と 、

何
ら
変
わ
る
も
の

で
は
な
い

斯
様
に 、

「
国
民
と
苫
楽
を
と
も
に
す
る」

と
い
う
歴
代

天
皇
の
大
御
心
を
引
き
継
が
れ
て
新
帝
は
即
位
せ
ら
れ
た 。

こ
れ
を

迅
び 、

全
国
で
愕
き
渡
っ
た
天
皇
陛
下
万
歳
の
I日 ‘

朱
印
を
求
め
る

人
の
波 。

戦
後 、

学
校
及
び
公
的
機
関
か
ら
皇
室
と
神
道
を
排
除
す

る
た
め
の
過
酷
な
占
領
政
策
に
思
い
を
致
す
時 、

こ
れ
ら
の
微
れ
を

祓
い
消
め
迎
え
た
新
御
代
で
あ
る
と
実
感
し
た 。
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